
別紙２

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

養護教員研修事業 ○ 平元 22 2 ○ 150 0 0 150 ○ ○ ○ 0

保健教育推進費　日本体育振興センター共済掛金負担金 ○ Ｓ35 51 1 ○ 34,383 0 27,491 6,892 ○ ○ ○ ○ 0

保健教育推進費　学校保健会補助金 ○ Ｓ35 51 1 ○ 135 0 0 135 ○ ○ 0

学校栄養職員研修 ○ Ｈ3 20 2 ○ 182 0 0 182 ○ ○ ○ 0

夜間学校給食費 ○ Ｓ58 28 1 ○ 1,027 0 0 1,027 ○ ○ ○ 0

各種団体大会等補助 ○ Ｓ24 62 8 ○ 58,696 0 0 58,696 ○ ○ ○ 0

各種団体補助（社会体育） ○ Ｓ25 61 1 ○ 121 0 0 121 ○ ○ ○ 0

スポーツ指導者養成活用事業 元気な社会 ○ Ｈ10 13 1 ○ 84 0 0 84 ○ ○ ○ ○ 0

生涯スポーツ促進事業 元気な社会 ○ ○ Ｈ11 12 1 ○ 2,183 0 0 2,183 ○ ○ ○ △ 1,190

広域スポーツセンター事業 元気な社会 ○ Ｈ15 8 2 ○ 8,284 6,000 2,284 0 ○ ○ ○ 0

スポーツ少年団育成費 元気な社会 ○ Ｓ40 46 2 ○ 616 0 0 616 ○ ○ ○ 0

競技力向上費 元気な社会 ○ S41 45 3 ○ 1,247 0 0 1,247 ○ ○ ○ ○ 0

競技力向上対策事業費 元気な社会 ○ ○ Ｓ41 45 3 ○ 198,255 0 20,000 178,255 ○ ○ ○ 0

スポーツ振興基金事業 元気な社会 ○ ○ S57 29 1 ○ 1,000 0 1,000 0 ○ ○ ○ 0

各種競技団体および大会補助 元気な社会 ○ S22 64 12 ○ 73,419 0 0 73,419 ○ ○ ○ 0

武道学園事業 元気な社会 ○ Ｈ元 22 1 ○ 4,764 0 4,617 147 ○ ○ 0

県立射撃場環境保全応急対策事業 ○ Ｈ15 8 1 ○ 106 0 0 106 ○ ○ 0

県民スポーツ祭開催事業 元気な社会 ○ Ｈ17 6 1 ○ 14,830 0 0 14,830 ○ ○ 0

養護教諭サポート事業 元気な社会 ○ H20 3 1 ○ 693 230 0 463 ○ ○ 0

食育ボランティア学校連携事業 元気な社会 ○ H20 3 1 ○ 1,985 1,985 0 0 ○ ○ 0

スポーツ大好きっ子育成事業 元気な社会 ○ H20 3 1 ○ 1,980 0 0 1,980 ○ ○ △ 1,980

学校給食における米粉入りパン推進事業 元気な社会 ○ H21 2 1 ○ 1,760 0 0 1,760 ○ 0

国体開催準備事業 元気な社会 ○ H21 2 1 ○ 4,262 0 4,262 0 ○ 0

子どもの体力向上推進事業 元気な社会 ○ H21 2 1 ○ 1,191 1,191 0 0 ○ ○ 0

地域スポーツ人材の活用実践支援事業 元気な社会 ○ H20 3 1 ○ 4,078 4,078 0 0 ○ ○ 0

子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業 ○ H22 1 1 ○ 1,313 1,313 0 0 ○ 0

中学校ダンス指導者養成事業 ○ H22 1 1 ○ 1,756 1,756 0 0 ○ 0

高校生部活動応援事業 元気な県政 ○ H22 1 1 ○ 5,000 0 5,000 0 ○ 0

28 20 10 1 54 28 0 423,500 16,553 64,654 342,293 4 3 5 3 2 3 0 0 4 2 6 2 3 0 0 4 0 23 0 1 0 0 0 3 0 △ 3,170

平成２２年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）スポーツ保健課

会計区分

課・室名

一般会計

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応活動指標1結果分類事務区分 活動指標2結果分類 成果指標2結果分類成果指標1結果分類

事            業           名 福井元気宣言の位置付け

平成
22年度
予算額

 財源内訳同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

経過
年数

事業区分

事業
開始
年度



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
2 □ ■ 平元 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 22 年 □

1８年度  1９年度  ２０年度  ２１年度

463 414 186 167

463 414 186 167

434 357 128 149

3 2 2 9

8 5 10 10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

受講者数（新規）

 学校に一人しか配置されていない職種であり、日常の勤務におけるＯ.Ｊ.Ｔが実施できない職種
であることから、職種毎の定期的な集団研修は有効である。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

150

国　　　　　庫

一　般　財　源 150

　20年度より研修講師の見直しを実施
　　（一般研修と合同で実施できるものは合同開催）

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫養護教員研修事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

　養護教諭は各学校に一人しか配置されていない職種であり、個々の生徒に対応で
きるよう定期的な集団研修等が有効であるため、研修受講者が増えることで学校で
の児童・生徒に対する保健指導等に寄与する。

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　学校に一人しか配置されていない職種であり、多くの今日的課題に対応する能力を養うため
に、新規採用養護研修を実施していく必要がある。また、様々な環境の変化とともに、学校での
児童・生徒に対する対応も変化しており、現場での経験を踏まえた再研修は重要である。企業や
病院、施設等での社会研修を新たに校外研修の一つとして取りくむことで、幅広い研修を行う。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

8

6 経験年数５年および１０年を経過した養護教諭対象

105.6％

20.8％

Ⅰ

Ⅰ

150

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　先輩養護教諭や専門医等による実践的な研修を行い、新規採用養護教諭の資質向上を図る。
また、教職経験５ヵ年及び１０ヵ年を経過した養護教員を対象として現代的課題への対応や個々の事例に対応できる能力を身につけるためのより高度な専門研修を実施する。

　新規
　　・校外研修　１２日　・校内研修　１５日
　５ヵ年
　　・校外研修　３日
　１０ヵ年
　　・校外研修　１０日

[予算額および指標の推移等]

150

２２年度

150

受講者数（５ヵ年、１０ヵ年）

（単位：千円）

△ 21.5％

△ 25.3％

△ 21.8％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 育成 Ｇ
1

□ □ Ｓ35 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 51 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

37,314 36,319 35,208 34,459

36,319 35,209 34,459 34,067

36,319 35,208 34,459 34,067

20,335 19,712 19,314 19,134

96.8 96.5 96.8 96.9

4,559 1,992 1,622 1,576

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 災害共済加入率

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

災害共済加入者数

　学校管理下における事故発生時、医療保険並の療養に要する費用の額の４／１０を支給する負
傷・疾病に対する給付金、および傷害・死亡に対して支給する見舞金があり、治療費等の早期対
応ができている。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

34,383

国　　　　　庫

一　般　財　源

27,491

6,892

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫
保健教育推進費　日本体育振興センター共済掛

金負担金
含まれる事業数

事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

１人当りの給付額

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

△ 19.7％1,558指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　学校管理下における事故が発生した場合、治療費等早期の対応が必要であり、この災害給付は
非常に重要な制度であるため、継続していきたい。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

19,315

Ⅰ

Ⅱ

加入者１人当りの平均給付額

加入者数／在学者数×１００96.9 0.0％

△ 1.3％ Ⅲ

34,383

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県立学校の管理下における児童・生徒の災害の給付に関する共済掛金の負担

　日本体育振興センター共済掛金の負担金
　　（独立行政法人日本スポーツ振興センター法に基づく）

[予算額および指標の推移等]

34,383

２２年度

34,067

（単位：千円）

△ 2.2％

△ 1.3％

△ 1.3％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－2－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 □ □ Ｓ35 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 51 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

207 186 167 150

207 186 167 150

207 186 167 150

100,009 98,544 97,392 96,285

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　学校医・学校歯科医・学校薬剤師および学校関係者で組織される学校保健会に対し補助し、学校保健の研究と普及および発展を図る。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

95,180 Ⅲ

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

　養護教諭、学校医等で組織される学校保健会は、健康づくりに向けた各学校での
取組を共有するなどして、学校での児童・生徒に対する保健指導等に寄与している。

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単
事業終了
予定年度

その他

保健教育推進費　学校保健会補助金 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

△ 10.1％

△ 10.1％

△ 10.1％

□

千　円

135

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　学校保健の研究と普及および発展、児童・生徒の健康保持増進に寄与している。

　福井県学校保健会への助成は、学校保健の研究・実践にとって重要であるため今後も継続して
いきたい。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

135

決 算 額 の 推 移

学校保健会加入者数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　福井県学校保健会に対する補助

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

△ 1.2％

135

135

135

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－３－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
2 □ ■ Ｈ3 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

452 406 226 203

452 406 226 203

441 362 179 195

1 1 1 1

6 3 3 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

受講者数（新規）

　各学校に１名しか配置されておらず、日常の勤務におけるＯ．Ｊ．Ｔが実施できない職種であ
ることから、職種毎の定期的な集団研修は有効である。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

182

国　　　　　庫

一　般　財　源 182

　20年度より研修講師の見直しを実施
　　（一般研修と合同で実施できるものは合同開催）

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫学校栄養職員研修 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

　栄養職員は各学校に一人しか配置されていない職種であり、個々の生徒に対する
食育指導には定期的な集団研修等が有効であるため、研修受講者が増えることで
学校での児童・生徒に対する指導等に寄与する。

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　学校等に１名しか配置されていない職種であり、多くの今日的課題に対応する能力を養うため
に、当研修を実施していく必要がある。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

2

5

25.0％

4.2％

Ⅱ

Ⅱ

182

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　先輩学校栄養職員等による実践的な研修を行い、新規採用の学校栄養職員の資質の向上を図る。
また、栄養教育の充実と衛生管理の徹底を図るため、経験年数5年および10年の学校栄養職員を対象として、栄養に関する知識と自己の管理能力を身に付けさせるため高度な専門研修を行い、
資質の向上を図る。

　新規
　　・校外研修　１１日間　・校内研修　１５日間
　５ヵ年
　　・校外研修　３日間
　１０ヵ年
　　・校外研修　１０日間　・校内研修５日間

[予算額および指標の推移等]

182

２２年度

182

受講者数（５年、１０年）

（単位：千円）

△ 18.8％

△ 18.8％

△ 16.5％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 □ ■ Ｓ58 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ - 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 28 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

1,297 1,239 1,130 1,047

1,297 1,239 1,130 1,047

881 889 640 626

16,608 17,826 12,788 12,509

65.8 59.3 33.8 33.6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 受給率（％）

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

年間延受給人数

　勤労青少年教育の重要性から、勤労青少年の就学を促進し、教育の機会均等を保証することを
目的とし、在学する生徒の修学条件の改善を図るために必要である。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,027

国　　　　　庫

一　般　財　源 1,027

　18年度より国庫補助がなくなり、１食あたりの単価も７６．１１円から５０円に変
更した。

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫夜間学校給食費 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

　定時制・通信制課程修学奨励費（貸付金）を借り受けて給食を受給する生徒もいる
ことから、全生徒に受給するものでなく、奨励費受給者以外を対象として勤労青少年
の修学を促進している。

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　働きながら学ぶ生徒にとって、栄養面・経済面・時間面において給食を実施することは重要で
あり、勤労青少年の就学促進、教育の機会均等の保障といった点からも、今後も継続したい。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ受給実人員／在学生徒数×１００△ 17.8％

△ 7.7％ Ⅳ

1,027

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　働きながら学ぶ夜間学校生徒の身体の健全な発達に資し、普及充実を図る。

　・夜間定時制学校の夜間給食費･･････県立定時制高校　５校

[予算額および指標の推移等]

２２年度

1,027

（単位：千円）

△ 5.6％

△ 5.6％

△ 32.3％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
8 ■ □ Ｓ24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 62 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

37,078 52,267 53,197 47,287

36,713 52,267 41,697 47,287

36,389 51,812 40,095 47,020

634 627 579 610

214 183 296 179

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

高校生の全国大会参加者数

　本県の競技力を支えているのが中学生・高校生であり、しかも全国大会への参加者が伸びてお
り、当事業の効果があるものと考えられる。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

58,696

国　　　　　庫

一　般　財　源 58,696

　22年度より補助率を見直し
　　・全国高等学校定時制通信制体育大会派遣費補助金
　　　　補助率を他と同様に旅費1/2、宿泊費1/3に見直し

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫各種団体大会等補助 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

　本県の競技力を支える中学生・高校生が北信越大会や全国大会に出場することが
本県の競技力向上に寄与している。

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　本県の競技力を支えている中学生・高校生の育成は重要であり、今後も継続していく必要があ
る。
22年度から全国高等学校定時制通信制体育大会派遣費補助金の補助率を他と同様に旅費1/2、宿泊
費1/3とした。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

574

286

△ 2.3％

16.9％

Ⅲ

Ⅰ

58,696

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　学校体育関係団体、各種大会に対し、補助することにより、体育・スポーツの振興を図る。

　・福井県高等学校体育連盟補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・全国中学校体育大会派遣費補助
　・全国高等学校総合体育大会派遣費補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　・北信越中学校総合競技大会派遣費補助
　・北信越高等学校体育大会派遣費補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・諸補助負担金
　・全国高等学校定時制通信制体育大会派遣費補助
　・北信越高等学校定時制通信制総合体育大会派遣費補助

[予算額および指標の推移等]

２２年度

59,242

中学生の全国大会参加者数

（単位：千円）

14.2％

14.9％

△ 15.7％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ □ Ｓ25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 61 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

172 408 145 132

172 408 145 132

172 408 145 132

551 551 551 551

10 10 17 18

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 総合型地域スポーツクラブ数

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

体育指導委員数

　生涯スポーツ社会の実現に向け、県民を取り巻くスポーツ環境の整備を図るために、市町や各
種団体等に対し補助し、事業実施を促進する必要がある。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

121

国　　　　　庫

一　般　財　源 121

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫各種団体補助（社会体育） 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

　19年度北陸地区体育指導委員研修会補助金（250千円）については、北陸地区で
持ち回り開催しており、4年に1度本県開催。

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　生涯スポーツ社会の実現のために、地域のスポーツ環境の整備が急務である。特に、受益者負
担および地域住民により自主運営される総合型地域スポーツクラブの育成が必要であり、各種団
体等に補助しより一層クラブの育成を促進する。なおクラブ設立後、県はクラブ運営や事業推進
についての指導を行う役割に転換していく。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

546

Ⅰ20 21.7％

△ 0.2％ Ⅲ

121

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　各種団体等が、体育・スポーツの振興を図るために実施する事業の補助

　・福井県体育指導委員協議会補助
　・福井県レクリエーション協会補助
　・福井県体育施設協会負担金補助金

[予算額および指標の推移等]

121

２２年度

121

（単位：千円）

13.9％

13.9％

13.9％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ ■ Ｈ10 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

219 197 177 149

219 197 177 149

219 197 177 149

886 892 357 343

10 10 17 18

2,988 2,859 3,360 3,670

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　各種スポーツ指導者の養成・確保から指導、派遣、研修までの一貫した体制を構築し、県民総スポーツの推進に寄与する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

354

Ⅰ

Ⅳ

Ⅰ20

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

　平成10年度より、一貫した体制づくりに取り組んでいる。平成15年度から、ス
ポーツ指導者の情報の提供に関しては、インターネットを活用した方法に切り換
え、ペーパーレス等経費の削減を図った。
　平成22年度より、スポーツリーダー連絡協議会を廃止。

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

スポーツ指導者養成活用事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

△ 19.9％

△ 19.9％

△ 19.9％

□

54.5％

千　円

84

総合型地域スポーツクラブ会員数

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　スポーツ関係団体や市町の協力を得て、一貫した体制が確立され、住民へのニーズに対応でき
つつある。

　スポーツ指導者に関する情報を地域住民にまで十分に伝えられるように広報し、このシステム
が有効活用されるように、他部局の関連事業と連携を図りたい。
　総合型地域スポーツクラブの全県的展開や、スポーツの場の拡大やスポーツニーズの多様化・
高度化に対応できる指導者の養成と確保が必要である。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 総合型地域スポーツクラブ数

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

84

決 算 額 の 推 移

登録指導者数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　１　スポーツ指導者養成講習会の開催
　　　各種スポーツ指導者の養成や資質向上と総合型地域スポーツクラブ育成の核となる人材育成のための講習会の開催
　２　スポーツ指導者の情報提供
　　　各種スポーツ指導者の登録を行い、インターネットによる情報の発信を実施し、スポーツ指導者の活用を促進するとともに、地域のスポーツ関連情報を発信する。

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

21.7％

△ 15.0％

84

84

10,849

84

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－９－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ ■ Ｈ11 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

9,356 10,575 5,065 9,142

6,000 7,518 3,558 5,846

6,000 7,518 3,557 5,846

165 158 165 142

27,546 19,469 21,997 19,141

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 ニュースポーツクラブ参加者数

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

スポレク祭派遣人数

　豊かなスポーツライフを創造し、県民の誰もが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに
親しむことができる生涯スポーツ社会の実現に寄与してきた。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

2,183

国　　　　　庫

一　般　財　源 2,183

　平成１３年度より、全国スポーツ・レクリエーション祭開催準備事業を追加し、準備室設置
に伴い生涯スポーツ推進事業と別事業とした。
　平成１６年度は、全国スポーツ・レクリエーション祭が本県で開催されたため、福井県ス
ポーツ・レクリエーション祭開催事業を休止した。
　平成17年度から、県民体育大会と県スポーツ・レクリエーション祭を統合し、「県民スポー
ツ祭」を実施することとした。

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫生涯スポーツ促進事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

□

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

補助率の見直し
　～21年度　交通費　1/2、宿泊料・支度準備費　1/3
　22年度～　交通費・宿泊料・支度準備費　1/3

 〕　／　整備目標

■拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　平成１６年の全国スポーツ・レクリエーション祭の本県開催終了後、これまでの県民体育大会
と県スポーツ・レクリエーション祭を統合し、県民誰もが気軽に参加できる県民スポーツ祭の構
築に取り組む。

所属の

方　針

△ 1,190 千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

178

Ⅳ20,050 △ 6.1％

2.9％ Ⅱ

2,183

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　生涯スポーツの普及振興のため生涯スポーツ各種目団体の育成強化と、団体相互の連携と協力体制を確立し、生涯スポーツ推進体制の充実を図る。

　１　全国スポーツ・レクリエーション祭派遣事業　（昭和６３年開始）

[予算額および指標の推移等]

2,183

２２年度

3,626

（単位：千円）

△ 4.7％

△ 6.4％

△ 6.4％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－１０－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
2 □ ■ Ｈ15 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 8 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

2,330 2,274 2,210 1,363

2,330 2,274 2,210 1,363

2,330 2,274 2,210 1,363

10 10 17 18

2,988 2,859 3,360 3,670

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　各市町村に総合型地域スポーツクラブの育成を図るため、福井運動公園事務所内に県広域スポーツセンターを開設し、いつでもどこでもスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現を目指
す。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

Ⅰ20

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

＜市町村＞社会状況の変化に伴い、国の補助要綱の改正が行われ、事業が整
理・統合・拡充されてきた。平成14年度からは、地域ｽﾎﾟｰﾂ活動活性化事業が国
庫補助事業からｽﾎﾟｰﾂ振興くじ（toto）の助成事業へと移行された。平成15年度
からは、統合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ育成ﾓﾃﾞﾙ事業が廃止された。
　22年度より、広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ機能を強化するため、トップレベル競技者の育成
や指導者の資質向上に関する支援を実施。

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

広域スポーツセンター事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

116.1％

116.1％

101.7％

□

54.5％

千　円

2,284

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ会員数

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　鯖江市、越前市（旧武生市）、大野市、福井市、越前町を中心に総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ育成に向
けての取り組みが進んできた。

　地域におけるｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞは、会員の負担と責任に基づく自主的な運営を基本とするものであるた
め、県としても地域の実情に合ったｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの育成を積極的に支援していく。
　県民の誰もが生涯にわたりｽﾎﾟｰﾂに親しむことができる生涯ｽﾎﾟｰﾂ社会を実現するためには、多
世代、多様な技術・技能および興味や目的を持った者が参加できる地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの育成が必要。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ数

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

8,284

6,000

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　福井運動公園事務所に広域スポーツセンターを設置し、下記の事業を実施する。
　　　１　育成連絡協議会の開催　　　　　２　センター職員によるクラブ創設・育成支援
　　　３　クラブ育成のための人材育成　　４　県民への広報
　　　５　スポーツ情報ネットワークの運用
　
　　/22～　広域スポーツセンター機能強化を実施
　　　１　指導者養成支援を実施　　　　　２　地域のアスリート育成支援を実施

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

21.7％

8,284

8,284

10,849

7,500

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－１１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
2 □ □ Ｓ40 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 46 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

1,509 892 762 685

1,509 892 762 450

1,509 892 762 450

13,297 13,435 12,960 12,562

25.7 26.3 25.6 25.1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 小学生加入率（％）

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

団員数（人）

　指導者の資質向上、母集団研修事業、スポーツによる国際交流などが実施され、青少年の健全
育成の上で、望ましい活動が推進されている。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

616

国　　　　　庫

一　般　財　源 616

平成19年度より、ｽﾎﾟｰﾂ安全協会傷害保険加入率が100％となったため、傷害補
償補助金を廃止。

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫スポーツ少年団育成費 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　学校完全週５日制が実施され、地域における青少年の健全育成のうえで、スポーツ少年団の役
割は重要である。今後、スポーツ少年団の活動を一層活性化するとともに、指導者の育成等、組
織の整備・充実を図る必要がある。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

12,405

Ⅲ小学生団員数／公立全児童数25.1 △ 0.8％

△ 1.9％ Ⅲ

616

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　スポーツ少年団組織の確立と各種事業を推進するとともに、青少年の健全な育成を図る。

　１　福井県スポーツ少年団補助金
　２　日独スポーツ少年団同時交流事業補助金

[予算額および指標の推移等]

616

２２年度

616

（単位：千円）

△ 18.9％

△ 32.1％

△ 32.1％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－１２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
3 □ ■ S41 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 45 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

630 630 630 630

630 630 630 630

440 500 500 230

22 28 18 10

33 38 34 32

25 40 33 30

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　国民体育大会をはじめ、各種スポーツ大会において優秀な成績を収めるため、選手強化対策を計画的に実施し、本県の競技力の向上とスポーツの振興を図る。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

23

Ⅳ

Ⅰ

Ⅲ34

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

　強化対象競技、強化方法の見直しを継続的に行っている。
　１７年度当初予算において、知事激励会、競技力向上備品の修繕を休止。

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

競技力向上費 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

24.5％

100.5％

4.2％

□

10.0％

千　円

1,247

国体皇后杯順位

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　本県の競技力が向上しており、国民体育大会をはじめとする全国大会において優秀な成績を収
めている。また、オリンピック選手や日本代表選手も輩出している。

　本県選手が、国体等の各種大会で活躍することは、夢と感動を与え、ｽﾎﾟｰﾂに対する関心を高め
ていく。またｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟにも寄与することから、今後も事業を拡充し競技力の向上とｽﾎﾟｰﾂ振興を
図りたい。
　事業を廃止した場合、本県の競技力が低下するとともに、国体をはじめとする全国大会等で活

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 国体天皇杯順位

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,247

決 算 額 の 推 移

海外遠征人数（人）

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　・選手強化対策委員会
　・海外遠征激励金
　・競技力向上備品の購入

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

1.2％

19.3％

1,247

1,247

32

737

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－１３－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
3 □ ■ Ｓ41 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 45 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

180,000 180,000 180,000 180,000

176,715 176,565 178,550 179,470

173,073 175,689 176,474 178,137

33 38 34 32

25 40 33 30

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 国体天皇杯順位

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

　競技力の向上を図り、本県選手が国民体育大会等で活躍することは、県民に夢と感動を与え、
県民のスポーツに対する関心を高めていくとともに、本県のイメージアップにも寄与することか
ら必要である。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

198,255

国　　　　　庫

一　般　財　源

20,000

178,255

　・強化対象競技、強化方法の見直しを継続的に行っている。

　・平成22年度より、平成30年国体対策としてジュニア選手拡大推進、指導者育
成および国体において入賞実績のない競技における強化を実施（20,000千円）。

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫競技力向上対策事業費 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

国体皇后杯順位

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

10.0％32指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　本県選手が、国体等の各種大会で活躍できるよう、本県の競技力の向上とスポーツの振興を図
る。
また、平成30年第73回の福井国体の競技力向上のため今後も拡充していきたい。
　事業を廃止した場合、本県の競技力が低下するとともに、国体をはじめとする全国大会等で活

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

Ⅲ34 1.2％

198,255

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　国民体育大会をはじめ、各種スポーツ大会において優秀な成績を収めるため、選手強化対策を計画的に実施し、本県の競技力の向上とスポーツの振興を図る。

　・国体強化対策（１　強化A指定、２　強化B指定、３　プレ強化、４　ヘッドコーチ配置）
　・ジュニア対策（１　ジュニア育成強化、２　優秀指導者招へい、３　中体連強化、４　高体連強化）
　・指導者対策（１　指導者育成、２　一貫指導体制整備）
　・特別強化対策（１　優秀指導者配置支援、２　スポーツ医・科学研究推進、３　特定競技種目強化、４　優秀選手等サポート、５　特殊配分）
　・その他（スポーツ情報公表）

[予算額および指標の推移等]

２２年度

200,000

（単位：千円）

2.8％

3.0％

△ 24.3％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－１４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ ■ S57 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 29 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

1,312 1,386 986 639

2,020 1,814 957 548

2,020 1,814 957 548

33 38 34 32

25 40 33 30

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　福井県スポーツ振興基金およびスポーツふくい基金の運用益をもってスポーツに関する事業を促進し、もって県民のスポーツ振興や国体を円滑に開催する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

Ⅲ34

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

　基金の運用益が金利の低下により減少してきたことから、これまでに事業のス
リム化を図り経費を削減しており、現在、最小限の事業を行っている。
　最大19,000千円（S６２）　最小4,500千円（H9～）
　13年度以降は、基金運用益の範囲内で事業を実施している。
　22年度より、生涯スポーツの普及促進を支援。

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

スポーツ振興基金事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

△ 4.4％

△ 4.4％

△ 0.5％

□

10.0％

千　円

1,000

国体皇后杯順位

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　企業スポーツの振興については他には類似事業がなく、県民スポーツの振興を図るために重要
な事業である。
　また、助成を行った企業スポーツクラブが各種大会に優秀な成績を収めるなど、企業スポーツ
の振興が着実に図られている。

　２２年度より新たに創設されるスポーツふくい基金に取り込み、引き続き生涯スポーツの応援
と、世界に通じる優秀な選手の育成を進める。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 国体天皇杯順位

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,000

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　・生涯スポーツ普及促進支援事業
　　　県レクリエーション協会等に加盟する団体が実施する協議の普及活動を支援

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

1.2％

1,000

1,000

32

1,000

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－１５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
12 □ □ S22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 64 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

134,962 122,769 121,410 116,567

114,024 106,963 124,394 111,415

113,493 106,064 122,612 110,041

33 38 34 32

25 40 33 30

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 国体天皇杯順位

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

　各種大会で本県選手が活躍することは、スポーツの普及・振興と県民に夢と感動を与える大き
な役割を持っている。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

73,419

国　　　　　庫

一　般　財　源 73,419

　１４年度より、（財）福井県体育協会補助金については、派遣職員の人件費を含
む。
　１７年度より、県民体育大会を県民スポーツ祭に拡充

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫各種競技団体および大会補助 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

国体皇后杯順位

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

10.0％32指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　本県スポーツの普及・振興と競技力の向上のために、今後も本事業を継続して強化していきた
い。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

Ⅳ

Ⅲ34 1.2％

73,419

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　各種競技団体が行う事業・大会開催等に補助し、スポーツの振興を図る。

　（財）福井県体育協会補助
　国民体育大会派遣費補助、北信越国民体育大会派遣費補助、アイスホッケー競技会北信越・東海ブロック大会派遣費補助
　北信越国民体育大会負担金、ラグビーフットボール競技会派遣費補助金、北信越ゲートボール選手権大会補助金、
北信越マレットゴルフ大会補助金、ホッケー競技会派遣費補助金

[予算額および指標の推移等]

２２年度

120,568

（単位：千円）

△ 2.7％

△ 8.6％

△ 25.3％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－１６－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ振興 Ｇ
1 □ ■ Ｈ元 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 22 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

4,764 4,764 4,764 4,764

4,764 4,764 4,764 4,764

4,764 4,764 4,764 4,764

935 924 878 884

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　武道を学ぼうとする者を対象に、正しい技能と基礎的な理論を指導し、心身ともに健全な人格形成を図る。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

Ⅲ901

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

　１５年度から、相撲を実施
　１６年度から、参加者のニーズが多いため、年度末に学園参加小学生による
「武道大会」を実施

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

武道学園事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

0.0％

0.0％

0.0％

□

千　円

4,617

147

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　２１年度においては、少子化が受講者数に表れ若干の下落が見られたが、募集定員（９２０
名）に対して８８４人（96.1％）の受講があり、武道の普及振興が図られている。

　この事業は、武道の普及振興、またスポーツ活動参加の場所として県民から期待されているた
め、今後も継続していきたい。
　内容については、今後も受講者のニーズをくみ取りながら充実していきたい。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 受講者数

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

4,764

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　７学科１３コース
　　　柔道・剣道・空手は各々年８０回開催
　　　弓道、なぎなた、銃剣道、相撲は各々各４０回開催

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

△ 0.9％

4,764

4,764

4,764

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－１７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ振興 Ｇ
1 □ ■ Ｈ15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 8 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

106 106 106 106

106 106 106 106

106 106 102 51

0 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 汚染土壌除去割合（％）

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

汚染土壌除去面積（㎡）

　水質のモニタリング調査を継続しているが、全ての調査地点が基準内であり、周辺の水環境へ
影響は見られない。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

106

国　　　　　庫

一　般　財　源 106

平成17年度には15～16年度に改修した汚染土壌の処分を実施（単年度）
平成18年度以降は水質モニタリングのみ継続

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫県立射撃場環境保全応急対策事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　このまま、射撃場を放置すれば鉛による土壌および地下水の汚染が発生する可能性があり、付
近住民の健康被害が発生する恐れもあるため、抜本的な対策を講じるまでの間、継続していく必
要がある。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

0 Ⅱ

106

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　県立射撃場にかかる環境保全対策（鉛汚染対策）について、鉛の除去という抜本的対策を講ずるまでの間の応急的対策を図る。

　・県立クレー射撃場
　　　１　水質モニタリング調査

[予算額および指標の推移等]

２２年度

106

汚染土壌処理量（ｔ）

（単位：千円）

0.0％

0.0％

△ 38.4％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－１８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ □ Ｈ17 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 6 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

13,500 13,500 13,500 13,500

13,500 13,500 13,500 13,500

13,500 13,500 13,500 13,500

25,795 27,035 27,912 28,499

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　これまでの「県民体育大会」および「県スポーツ・レクリエーション祭」を統合し、県民の誰もが気軽に参加できるスポーツ大会を実施する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

Ⅱ30,480

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

県民スポーツ祭開催事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

2.5％

2.5％

2.5％

□

千　円

14,830

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　実施方法の工夫により、県民の誰もが参加しやすいものとし、県民がスポーツに親しむことが
できる生涯スポーツ社会の実現に寄与していく。

　新たな種目や一部種目で体験教室、講習会等を実施するとともに、身体に障害のある人の参加
にも配慮する。また、冬季開催種目を増やしていく。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 参加者数

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

14,830

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　・市町対抗の部　－　市町代表選手による種目別競技
　・交流の部　－　一般参加による種目別競技
　・高等学校の部　－　高校生による種目別競技
　・中学校の部　－　中学生による種目別競技

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

4.3％

14,830

14,830

14,830

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－１９－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 ■ ■ H20 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

1,600 770

1,009 770

791 525

80 67

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

学校への派遣人数（のべ）

経験の浅い養護教諭のサポートができ、保健室の運営を円滑にすることができている。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

693

230国　　　　　庫

一　般　財　源 463

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫養護教諭サポート事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

□

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

　養護教諭は各学校に一人しか配置されていない職種であり、個々の生徒に対応で
きるよう経験豊富な退職養護教諭による指導等は有効であるため、派遣回数が増え
ることで学校での児童・生徒に対する保健指導等に寄与する。

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

経験豊富な養護教諭からの指導助言は、経験の浅い養護教諭からも好評を得ており、今後もでき
る限り継続していきたいと考える。22年度からは、経験年数が1年の養護教諭に限定して実施す
る。

所属の

方　針

千　円

■

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

54 △ 17.8％ Ⅳ学校数×派遣回数

693

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

 経験豊かな退職養護教諭の知見を活用し、経験の浅い養護教諭への指導、助言を行うことにより、子ども達が抱える健康や心の課題に対応する。

　経験年数１～３年の養護教諭の勤務している学校に退職養護教諭を派遣
　連絡協議会の開催

[予算額および指標の推移等]

２２年度

693

（単位：千円）

△ 30.9％

△ 16.8％

△ 66.8％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－２０－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 □ ■ H20 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

2,285 3,730

2,285 3,102

2,074 2,572

64.10% 89.5%

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　食育ボランティアの協力を得て、学校給食共同調理場において通常より手間をかけたおいしい給食を児童・生徒に提供するなど、学校における食育活動を推進する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ83.1%

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

■

□

□ 終期の見直し

そ の 他

　２１年度より国庫委託を受けて事業を実施。

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

食育ボランティア学校連携事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

△ 0.1％

△ 38.0％

3.6％

□

千　円

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

平成１９年度の食育アンケートの「給食が好き」と答える児童生徒の割合が61.3％だったのに対
し、２２年度は83.1％に上がっている。積極的な食育活動の結果、給食に対しての意識が高まっ
ている。

共同調理場受配校の児童生徒や、事業に参加した食育ボランティアにも好評であり、県内全ての
受配校で給食を活用した食育が推進されるよう、事業を継続していきたい。

□

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移 給食が好きと答える児童生徒の割合

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,985

1,985

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　食育ボランティアと共同調理場が連携した事業の実施
　　実施数：共同調理場７施設

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

食育アンケートによる16.2％

1,985

1,638

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－２１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 □ ■ H20 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

1,870 3,740

1,870 3,740

1,852 3,603

8 17

702 727

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

実施校数

　出来るだけ多くの児童が放課後のスポーツ体験を通じ、スポーツに親しみを覚え、自ら体を動
かす習慣を身に付けることができた。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,980

国　　　　　庫

一　般　財　源 1,980

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫スポーツ大好きっ子育成事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

□

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

事業の廃止

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　今後も全国に比べ高い本県児童生徒の体力の維持・向上を図るため、「グーパー運動」や各学
校での活動状況を踏まえ、更なる検討を図っていく必要がある。

所属の

方　針

△ 1,980 千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ ■

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

9

708

32.7％

0.5％

Ⅰ

Ⅱ

1,980

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

　小学生が放課後にドッジボールやラジオ体操など平易な運動を行うことにより、子どもの頃から体を動かす習慣を身に付けられるよう支援する。

　週１回、放課後１時間程度の運動を、県内17校で実施

[予算額および指標の推移等]

２２年度

1,980

参加児童数

（単位：千円）

26.5％

26.5％

△ 2.7％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－２２－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ □ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 23 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

2,730

1,168

1,075

12.2%

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移 米粉入りパンの実施割合

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,760

国　　　　　庫

一　般　財　源 1,760

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫学校給食における米粉入りパン推進事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

２２年度からは幼稚園にも範囲を拡大するとともに県立学校の補助率を上げ、更に食育を推進する

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

米粉入りパン使用量／給食でのパンの使用総量

1,760

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

米粉パンを学校給食に導入するため、基本パンと米粉パンの差額に対し補助する。

月に一回分の基本パンと米粉入りパンの差額を補助
補助対象：（財）福井県学校給食会
補助率：県　１／３、市町　１／３、ＪＡ中央会　１／３

[予算額および指標の推移等]

２２年度

2,538

（単位：千円）

△ 7.0％

50.7％

△ 100.0％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－２４－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 □ ■ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

1,968

2,395

2,313

14

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

平成３０年の第７３回国民体育大会の誘致・開催に向け、各種委員会等を設置する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

7

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

　平成22年度より、「国体開催準備検討事業」から「国体開催準備事業」として
様々な準備を行う。

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

国体開催準備事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

78.0％

△ 100.0％

305.0％

□

千　円

4,262

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

 21年度には、「国体ビジョン策定委員会」を開催し「新しい形での国体」の具体化を検討して提
出された「国体ビジョン」を受け、文部科学省および（財）日本体育協会へ開催要請書を提出
し、22年6月に内々定を受理した。

　22年度については、同大会の開催に向けて、「第７３回国民体育大会準備委員会」を設置する
とともに、各種検討会を開催し、総合的な準備を始動することとなった。
　今後は、会場地の選定や広報・県民運動、競技役員の養成などについて各種検討会において開
催に向け、円滑な準備を進めていく。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

4,262

決 算 額 の 推 移

準備委員会等の開催（/21ビジョン策定）

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

①第７３回国民体育大会福井県準備委員会負担金
②国体開催準備運営経費

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

準備委員会、常任委員会および検討会の開催実績△ 50.0％

4,262

7,970

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－２５－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 ■ ■ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

670

670

524

3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

の推移

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

成果

推進委員会実施回数

　推進委員会の開催などにより、各学校において日頃から実施している体力向上のための活動等
を検討したことで、全国体力テストでも上位を獲得することができた。

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,191

1,191国　　　　　庫

一　般　財　源

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

[事業の評価]

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化

国　庫子どもの体力向上推進事業 含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

事      業      名

元気な社会

その他

県　単 事務区分

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

スポーツ保健

法定受託事務

事業終了
予定年度

■

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□拡　　充

特　記　事　項

その他特定財源

継　　続

□

　今後も全国に比べ高い本県児童生徒の体力の維持・向上を図るため、「グーパー運動」や各学
校での活動状況を踏まえ、更なる検討を図っていく必要がある。

所属の

方　針

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□ □

□ 終期の見直し

そ の 他廃　　止

縮　　減

完　　了□

〕　　　＝　　　〔

3 0.0％ Ⅱ

1,191

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

［事業内容］

指標

[事業目的]

子どもの体力向上を図るため、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果の分析を行い、課題を把握するとともに、その改善を図るための実践例を「子どもの体力向上推進プログラム」として策定
するなど、改善に資する具体的方策を学校に提供して、その普及を図る。

①体力向上推進会議の開催
②講習会の実施
③子ども体力向上推進プログラムの作成

[予算額および指標の推移等]

２２年度

1,208

（単位：千円）

80.3％

77.8％

△ 100.0％

平均伸び率

結果分類目標値、指標の積算根拠等

区　　　　　　分

－２６－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) スポーツ指導育成 Ｇ
1 ■ ■ H20 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

5,187 6,610

5,187 7,565

3,901 7,072

48 83

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　運動部活動や小学校での体育の授業等に地域スポーツ人材を活用する上での課題を解決し、運動部活動の充実および児童の実態に即した体育指導に資するとともに、地域スポーツ人材の活用を一層促進
する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

65 Ⅰ

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単元気な社会
事業終了
予定年度

未来を託す教育・親しみ楽しむ県民文化 その他

地域スポーツ人材の活用実践支援事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

△ 0.1％

△ 9.4％

26.5％

□

千　円

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　地域スポーツ人材の配置人数は伸びてきており、必要性が認識されてきている。

　地域スポーツ人材を求めている部活動が多くあるため、継続して実施していく。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

4,078

4,078

決 算 額 の 推 移

地域スポーツ人材の配置人数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

①地域スポーツ人材活用促進委員会の開催
②地域スポーツ人材の配置
③地域スポーツ人材と部顧問の連携の仕方等について、意識・実態等の調査実施

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

25.6％

4,078

8,294

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－２７－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 ■ ■ H22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□□

事業効果

の推移

専門医を派遣した研修・相談会の実施指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,313

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

一般会計

事　業
開　始
年　度

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業 含まれる事業数

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　子どもの健康課題を学校医や専門医と連携を図り検討するとともに、学校における研修や相談
会を通じて実態にあわせた健康づくりに取り組むことができた。

　福井県はむし歯に羅患したり視力が低下する児童生徒が他県に比べて多いため、検討内容や相
談会等を踏まえ、今後さらに「歯・口の健康づくり」と「視力低下予防」をめざした健康づくり
を推進していく必要がある。

■

千　円見　直　し　額

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

廃　　止

完　　了

□

結果分類目標値、指標の積算根拠等

平均伸び率

2,118

その他

[予算額および指標の推移等]

２２年度

1,313

（単位：千円）

活動

成果

決 算 額 の 推 移

健康推進委員会の開催

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　①子どもの健康推進委員会の設置
　②実践校における具体的な取組の実施
　③子どもの健康課題を抱える学校への専門医の派遣

〕　　　＝　　　〔

2

37

1,313

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　本県のむし歯に羅患している児童生徒や視力が低下している児童生徒が他県に比べて多いため、モデル校を指定して「歯・口の健康づくり」と「視力低下予防」をめざした健康づくりを実施。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数
事業終了
予定年度

－２８－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 ■ ■ H22 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

［事業内容］

[事業目的]

　平成２４年度からの武道・ダンス必須化に対応するため、ダンス指導経験の浅い教員等に対して、基本的な技能取得研修を実施するとともに、ダンス指導のあり方を検討。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

〕　　　＝　　　〔

3

15

□ 縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

廃　　止

完　　了

□

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単
事業終了
予定年度

その他

中学校ダンス指導者養成事業 含まれる事業数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

□

千　円

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　ダンス指導の経験が浅い体育教員に対して、幅広い分野の講師から基本となる技術等を修得す
ることができた。

　平成24年度の武道・ダンス必須化に向けて、今年度研究・習得した技術を県内の各中学校に普
及するとともに、更なる研究等を図っていく必要がある。

■

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

一　般　財　源

活動

成果

事業効果

の推移

指導者養成研修会の開催指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

1,756

1,756

決 算 額 の 推 移

指導研究協議会の設置

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　①中学校ダンス指導研究協議会の設置
　②ダンス指導養成研修会の開催

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

1,756

1,600

[予算額および指標の推移等]

２２年度

－２９－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健 Ｇ
1 □ ■ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 1 年 □

 1８年度  １９年度  ２０年度  ２１年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

事業開始後の見直し状況

 〕　／　整備目標

□□

事業効果

の推移

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２２年度予算額

5,000

平　成　22　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新元気宣言における

 位 置 付 け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

一般会計

事　業
開　始
年　度

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

高校生部活動応援事業 含まれる事業数

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充

継　　続

□

　ふるさと納税を活用したスポーツ用品授与を行うことで、県内の高等学校における運動部活動
の活動推進が図られた。

　授与されたスポーツ用品を十分に活用し、よりよい大会成績を目指すなど活発な運動部活動の
推進を図っていく。

□

千　円見　直　し　額

■

□

□ 終期の見直し

そ の 他

評価に基

づく今後

の 対 応

縮　　減

休　　止

整理統合

□

特　記　事　項

廃　　止

完　　了

□

結果分類目標値、指標の積算根拠等

平均伸び率

5,000

その他

[予算額および指標の推移等]

２２年度

5,000

5,000

（単位：千円）

活動

成果

決 算 額 の 推 移

スポーツ用品授与学校数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　運動部の基礎体力向上のための備品等を購入

〕　　　＝　　　〔

8

5,000

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　ふるさと納税等による寄附金を活用して、全国での活躍を目指して部活動に励む高校生を応援する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数元気な県政
事業終了
予定年度

夢と誇りのふるさとづくり

－３０－
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